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市

川

喜

崇

　
（
三
三
一
）

は
じ
め
に

　

二
〇
一
〇
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
平
成
の
大
合
併
は
終
焉
し
た
。
開
始
前
に
三
、二
三
二

（
一
九
九
九
年
三
月
）
だ
っ
た
市
町
村
数
は
、
一
、
七
二
七
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
ま
で
減
少
し
た
。

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
、
明
治
以
来
三
度
に
わ
た
る
大
合
併
を
経
験
し
て
き
た
。
明
治
の
大
合
併
、
昭
和
の
大
合
併
、
そ
し
て
今
回
の
平
成
の

大
合
併
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
明
治
の
大
合
併
は
、
市
制
町
村
制
の
施
行
（
一
八
八
八
年
）
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
地
域
の
事
情
が
そ
れ
な
り
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
強
制
合
併
と
い
う
か
た
ち
で
断
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
強
い
誘
導
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
自
主
的
合
併
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。
地
方
自
治
法
で
は
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
は
関
係
市
町
村
に
よ
る
申
請
主
義
が
と
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
、
合
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併
は
あ
く
ま
で
も
自
主
的
合
併
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
国
策
合
併
」
で
は
あ
る
が
、
強
制
合
併
で
は
な
く
、
自
主
的
な
合

併
を
、
強
力
な
誘
導
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
戦
後
日
本
の
自
治
体
再
編
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
と
も
に
「
国
策
合
併
」
で
あ
り
、
か
つ
「
自
主
的
合
併
」
で
あ
っ
た
昭
和
と
平
成
の
二
つ
の
大
合
併
を
比
較
し
、
そ
の
特
色

を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
国
策
合
併
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
主
と
し
て
、
①
国
政
に
お
け
る
政
治
過
程
、
②
都
道
府
県
の
対
応
、
③
個
々
の
地
域
に
お
け
る

市
町
村
の
合
併
過
程
と
合
併
効
果
の
検
証
の
三
つ
の
対
象
が
あ
り
う
る
が
、
本
稿
の
関
心
は
①
と
②
に
あ
り
、
③
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

一
．
概
要

　

本
論
に
入
る
前
に
、
昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
の
概
要
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
の
大
合
併
は
、
町
村
合
併
促
進
法
と
新
市
町
村
建
設
促
進
法
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
た
。
町
村
合
併
促
進
法
は
、
一
九
五
三
年
一
〇

月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
三
年
後
の
一
九
五
六
年
九
月
三
〇
日
に
失
効
し
て
い
る
。
新
市
町
村
建
設
促
進
法
は
、
一
九
五
六
年
六
月
三
〇
日
に

施
行
さ
れ
、
一
九
六
六
年
六
月
二
九
日
に
失
効
し
て
い
る
が
、
本
法
の
主
要
部
分
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
未
合
併
町
村
の
合
併
促
進
に
関
す
る
規

定
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併
促
進
法
失
効
の
翌
日
に
あ
た
る
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
一
九
六
一
年
六
月
二
九
日
に
失
効
し

て
い
る
。
一
般
に
、一
九
五
三
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
九
六
一
年
六
月
二
九
日
の
約
八
年
間
が
昭
和
の
大
合
併
の
期
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
八
年
足
ら
ず
の
期
間
の
中
で
、
現
実
に
大
多
数
の
合
併
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
町
村
合
併
促
進
法
施
行
下
の
最
初
の
三
年
間
で
あ
り
、

さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
前
半
の
一
年
半
の
あ
い
だ
に
大
半
の
合
併
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
表
1
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
の
大
合
併
は
、
一
九
九
九
年
七
月
の
市
町
村
合
併
特
例
法
（
昭
和
四
〇
年
法
律
第
六
号
：
以
下
「
合
併
旧
法
」）
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の
改
正
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
一
〇
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
合
併
旧
法
は
、
一
九
六
五
年
に
一
〇
年
間
の

時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
数
度
に
わ
た
る
改
正
・
延
長
を
経
て
、
一
九
九
五
年
に
三
度
目
の
延
長
が
な
さ
れ
て
い
た
。
合
併
旧

法
は
、
も
と
も
と
は
合
併
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
法
律
と
い
う
よ
り
も
、
合
併
に
ま
つ
わ
る
障
害
を
除
去
す
る
た
め
の
法
律
で
あ
り
、

議
員
の
在
任
・
定
数
特
例
や
地
方
交
付
税
の
い
わ
ゆ
る
合
併
算
定
換
え
な
ど
を
主
要
な
内
容
と
し
て
い
た
が
、
九
五
年
改
正
に
お
い
て
、
第

一
条
の
文
言
が
、「
市
町
村
の
合
併
の
円
滑
化
を
図
り
」
か
ら
、「
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
」
に
改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
従
来

表１ 昭和の大合併 市町村数の変遷

市 町村 計
1953年 9 月30日 285 9,610 9,895 
1954年 3 月31日 336 8,988 9,324 
1955年 4 月 1 日 488 4,718 5,206 
1956年 9 月30日 498 3,477 3,975 
1962年 3 月31日 579 2,910 3,489 
データ出所
　1953年：『地方自治百年史 第 2 巻』438頁
　1962年：『地方財政統計年報（昭和37年度版）』
　上記以外：『地方財政概要』（各年度版）

は
五
年
間
で
あ
っ
た
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
換
え
の
期
間
が
、
五
年
間
の
激
変
緩
和

期
間
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、計
一
〇
年
間
（
五
年
間
＋
激
変
緩
和
期
間
五
年
間
）

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
九
九
年
七
月
の
改
正
に
よ
っ
て
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
規
定
が

加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
九
九
年
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
換
え

は
、
合
併
後
一
〇
年
間
＋
激
変
緩
和
期
間
五
年
間
の
計
一
五
年
間
に
拡
充
さ
れ
た
。

　

九
五
年
改
正
に
お
い
て
「
推
進
」
の
文
言
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
一
九

九
五
年
を
も
っ
て
平
成
の
大
合
併
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
見
解
も
存
在
す
る（

1
）。

し
か

し
、
本
稿
で
は
、
①
国
や
都
道
府
県
が
現
実
に
積
極
的
な
合
併
促
進
策
に
転
じ
た
の
が

九
九
年
改
正
後
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
市
町
村
が
合
併
に
踏
み
切
る
要
因
と
し
て
九
九
年

改
正
で
導
入
さ
れ
た
合
併
特
例
債
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
重
視
し
て
、
総

務
省
（
二
〇
一
〇
）
や
全
国
町
村
会
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
と
同
様
に
、
九
九
年
改
正
を

も
っ
て
平
成
の
大
合
併
が
開
始
さ
れ
た
と
の
立
場
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

　

合
併
旧
法
は
予
定
通
り
二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
失
効
し
、
こ
れ
に
代
わ
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る
新
た
な
合
併
特
例
法
（
平
成
一
六
年
法
律
第
五
九
号
：
以
下
「
合
併
新
法
」）
が
制
定
さ
れ
、
五
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
二
〇
〇
五
年

四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
合
併
新
法
で
は
、
引
き
続
き
、
第
一
条
（
目
的
）
に
「
自
主
的
な
市
町
村
合
併
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
手
厚
い
財
政
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
合
併
特
例
債
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
合
併
算

定
換
え
の
期
間
が
合
併
後
五
年
間
＋
激
変
緩
和
期
間
五
年
間
の
計
一
〇
年
間
に
縮
減
さ
れ
た
（
た
だ
し
段
階
的
縮
減
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
・

〇
七
年
度
に
合
併
し
た
場
合
は
九
年
間
＋
五
年
間
、
二
〇
〇
八
・
〇
九
年
度
に
合
併
し
た
場
合
は
七
年
間
＋
五
年
間
で
あ
り
、
五
年
間
＋
五

表 2  平成の大合併　市町村数の変遷

年 市 町 村 計
1999 670 1,994 568 3,232 
2000 671 1,990 568 3,229 
2001 670 1,990 567 3,227 
2002 672 1,985 566 3,223 
2003 675 1,976 561 3,212 
2004 689 1,903 540 3,132 
2005 732 1,423 366 2,521 
2006 777 846 198 1,821 
2007 782 827 195 1,804 
2008 783 815 195 1,793 
2009 783 802 192 1,777 
2010 786 757 184 1,727 

 （各年とも 3月31日時点）
 データ出所：総務省資料

年
間
が
適
応
さ
れ
る
の
は
二
〇
〇
九
年
度
に
合
併
し
た
場
合
以

降
の
こ
と
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
合
併
新
法
は
二
〇
一
〇
年
の

改
正
に
よ
っ
て
有
効
期
間
が
さ
ら
に
一
〇
年
間
（
二
〇
一
〇
年

四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
）
延
長
さ
れ
た

が
、
第
一
条
の
目
的
規
定
か
ら
「
推
進
」
の
文
字
が
消
え
、
同

時
に
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
規
定
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
合
併
新
法
は
、
基
本
的
に
、
合
併
の
推
進
の
た
め
の
法
律

か
ら
、
合
併
の
障
害
を
除
去
す
る
た
め
の
法
律
に
性
格
が
変
更

さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
政
府
に
よ
る
合
併
推
進
政
策
の
終
焉

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
の
大
合
併
に
お
け
る
市
町
村
数
の
減
少
は
表
2
の
と
お

り
で
あ
る
。
現
実
に
市
町
村
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
は

二
〇
〇
四
年
か
ら
〇
六
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
合
併
旧
法
の
末

　
（
三
三
四
）
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期
に
合
併
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

2
）。

こ
の
理
由
と
し
て
は
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
の
可
能
性
は
、
九
九
年
の
旧
法

の
改
正
後
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
た
が
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
条
件
の
期
限
が
切
れ
る
前
に
合
併
を
し
よ
う
と
、
最
終
盤
に
な
っ

て
「
駆
け
込
み
合
併
」
を
図
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
の
年
初
に
、
い
わ
ゆ
る
「
地
財

シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
が
各
地
の
合
併
協
議
を
加
速
さ
せ
た
結
果
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
〇
六
年
に
か
け
て
多
く
の
合
併
が
お
こ

な
わ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
筆
者
は
、
他
の
多
く
の
論
者
と
同
様
に
、
地
財
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

二
．
合
併
の
主
唱
者

　

昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
の
主
要
な
相
違
の
ひ
と
つ
は
、
合
併
の
主
唱
者
で
あ
る
。
国
策
合
併
を
開
始
し
、
そ
れ
を
推
進
す
る
の

に
最
も
寄
与
し
た
の
は
い
か
な
る
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
の
か
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。

　

平
成
の
大
合
併
の
場
合
、
国
政
政
治
家
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
分
権
改
革
の
当
事
者
で
も
あ
っ

た
西
尾
勝
の
見
解
が
、現
在
の
と
こ
ろ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
西
尾
に
よ
れ
ば
、一
九
九
六
年
一
二
月
、地
方
分
権
推
進
委
員
会
（
以
下
、「
分

権
委
」）
の
委
員
ら
が
、
第
一
次
勧
告
に
つ
い
て
自
民
党
行
政
改
革
推
進
本
部
に
「
ご
説
明
」
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
民
党
議
員
が
、

分
権
を
や
る
の
で
あ
れ
ば
市
町
村
合
併
の
推
進
と
首
長
の
多
選
の
制
限
を
す
べ
き
で
あ
る
と
発
言
し
た
。
そ
こ
で
、
翌
年
七
月
の
第
二
次
勧

告
に
、当
初
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
六
章
「
地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
中
に
、「
自

主
的
市
町
村
合
併
の
積
極
的
な
推
進
」
や
「
首
長
の
多
選
の
見
直
し
」
な
ど
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
自
民
党
の
積
極
姿
勢
が
、

そ
れ
ま
で
合
併
に
中
立
的
で
あ
っ
た
自
治
省
の
態
度
を
変
え
、
平
成
の
大
合
併
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
（
西
尾
二
〇
〇
七
：
三
八
―
四

　
（
三
三
五
）
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〇
頁
）。
西
尾
は
、
平
成
の
大
合
併
は
、「
終
始
一
貫
、
政
治
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
」
と
論
じ
て
い
る
（
西
尾
二
〇
〇
七
：
一
二
四
―
五

頁
）。

　

こ
れ
に
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
第
二
次
森
内
閣
が
成
立
し
た
二
〇
〇
〇
年
七
月
が
重
要
で
あ
る
。
組
閣
後
約
二
〇
日
が
経
っ
た
七
月
二

四
日
に
、
森
首
相
に
よ
る
西
田
司
自
治
大
臣
へ
の
合
併
推
進
の
個
別
の
督
励
が
あ
っ
た
。
当
時
の
自
治
官
僚
に
よ
る
と
、
合
併
推
進
に
関
し

て
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
首
相
か
ら
個
別
の
督
励
を
受
け
る
こ
と
は
き
わ
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
高
島
二
〇
〇
二
：
五
三
―

五
四
頁
）。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
政
府
の
合
併
推
進
の
姿
勢
に
拍
車
が
か
か
り
、
同
年
一
二
月
の
政
府
の
行
政
改
革
大
綱
（
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
一
日
閣
議
決
定
）
に
は
、
合
併
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る（

3
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
の
大
合
併
は
、
国
政
政
治
家
が
自
治
省
・
総
務
省
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
昭
和
の
大
合
併

で
は
、
反
対
に
、
当
時
の
自
治
庁
や
、
合
併
の
当
事
者
で
あ
る
町
村
の
代
表
組
織
で
あ
る
全
国
町
村
会
や
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
国
政
政

治
家
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
根
拠
法
で
あ
る
町
村
合
併
促
進
法
が
成
立
し
て
い
る
。

　

昭
和
の
大
合
併
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
段
階
と
し
て
二
つ

の
過
程
が
重
要
で
あ
る
（
市
川
一
九
九
三
）。
ひ
と
つ
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
・
神
戸
勧
告
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
府
県
に
よ
る
独
自
の
合

併
促
進
策
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
一
九
四
九
年
九
月
）
は
、
周
知
の
と
お
り
、
日
本
に
恒
久
的
な
税
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
招
い

た
使
節
団
が
提
出
し
た
勧
告
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
地
方
自
治
の
確
立
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
多
く
の
言
及
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
、
市
町
村
合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
方
行
政
調
査
委
員
会

議
（
議
長
：
神
戸
正
雄
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
に
い
わ
ゆ
る
神
戸
勧
告
を
提
出
し
て
い
る
が
、
神
戸
勧
告
は
、「
規

模
の
著
し
く
小
さ
い
町
村
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
人
口
七
〜
八
千
人
程
度
を
標
準
と
し
て
…
そ
の
規
模
の
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と

　
（
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考
え
る
」
と
述
べ
て
、
合
併
の
必
要
性
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
神
戸
勧
告
の
主
眼
は
地
方
分
権
の
推
進
に
あ
り
、
分
権
の
た
め
に
は
一
定
の

市
町
村
規
模
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
受
け
皿
論
の
論
法
で
合
併
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
た
が
、
同
時
に
、
一
部
の
小
規
模
町
村
に

つ
い
て
は
現
状
の
事
務
配
分
を
前
提
と
し
て
も
そ
れ
を
十
分
に
実
施
す
る
だ
け
の
能
力
に
乏
し
い
と
述
べ
て
お
り
、
昭
和
の
大
合
併
に
対
し

て
重
要
な
論
拠
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
地
方
自
治
庁
は
、
神
戸
勧
告
を
受
け
て
、
一
九
五
一
年
の
一
月
と
三
月
の

二
度
に
わ
た
り
、
各
知
事
宛
に
、
市
町
村
の
規
模
合
理
化
の
促
進
を
要
請
す
る
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
各
都
道
府

県
の
対
応
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
通
知
に
先
立
っ
て
独
自
に
合
併
促
進
策
を
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、

こ
の
通
知
を
受
け
て
合
併
促
進
策
を
展
開
し
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
各
都
道
府
県
が
発
行
し
て
い
る
合
併
誌（

4
）を

読
む
か
ぎ

り
、
こ
の
通
知
に
ほ
と
ん
ど
反
応
し
た
形
跡
の
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
な
ど
も
存
在
す
る
。

　

昭
和
の
大
合
併
の
前
段
階
に
関
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
過
程
は
、
府
県
独
自
の
合
併
推
進
策
で
あ
る
。
京
都
府
、
千
葉
県
、
島
根
県
、

岡
山
県
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
府
県
で
は
、
国
に
よ
る
合
併
促
進
策
の
本
格
化
に
先
立
っ
て
、
府
県
独
自
に
合
併
推
進
策
を
進

め
て
い
た
。
最
も
早
い
京
都
府
の
場
合
、
早
く
も
一
九
四
九
年
に
、
府
議
会
、
府
庁
地
方
課
、
府
町
村
会
、
お
よ
び
府
町
村
議
会
議
長
会
が

合
併
へ
向
け
た
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
一
九
六
八
）。
具
体
的
に
は
、京
都
府
自
治
制
度
調
査
委
員
会
（
府

議
全
員
よ
り
な
る
委
員
会
）
が
、
一
九
四
九
年
の
早
い
時
期
に
、
地
方
課
の
資
料
を
も
と
に
、
府
町
村
会
と
連
絡
を
と
り
、
町
村
合
併
試
案

を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
課
は
、
同
年
五
月
に
「
町
村
合
併
の
手
引
」
を
各
町
村
に
配
布
し
て
い
る
。

　

町
村
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
府
県
に
よ
る
「
上
か
ら
の
」
合
併
促
進
策
に
は
違
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
複
数
の
府
県
で
、
府
県
町
村
会
と

府
県
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る
合
併
推
進
の
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
自
発
的
な
要
素
を
伴
っ
た
動

き
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
多
く
の
町
村
が
、
六
三
制
の
導
入
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
急
激
に
膨
張
し
た

行
政
事
務
の
実
施
に
困
難
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
が
、
背
景
事
情
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
（
三
三
七
）
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さ
て
、
町
村
合
併
促
進
法
制
定
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
府
県
独
自
の
合
併
促
進
策
に
よ
っ
て
合
併
し
た
町
村
の
動
き
で
あ
っ
た
。

先
述
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
い
て
現
在
の
地
方
交
付
税
の
前
身
に
あ
た
る
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
が
一
九
五
〇
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
制
度
は
、
規
模
の
利
益
が
得
ら
れ
に
く
い
小
規
模
町
村
で
も
一
定
の
行
財
政
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た

め
、
合
併
を
す
る
と
、
合
併
前
の
町
村
が
得
て
い
た
総
額
か
ら
大
き
く
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
合
併
後
し
ば
ら
く
し
て
自
治
体
経
営
が
順
調
に
軌
道
に
乗
っ
た
後
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
合
併
後
は
、
学
校
や
役
場
の
統
合
改

築
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
む
し
ろ
経
費
が
嵩
む
こ
と
を
考
え
る
と
、
平
衡
交
付
金
の
減
額
は
、
合
併
町
村
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。

既
合
併
町
村
は
、
財
政
支
援
措
置
を
求
め
て
積
極
的
に
運
動
を
展
開
し
は
じ
め
、
一
九
五
二
年
二
月
に
合
併
町
村
全
国
大
会
を
開
催
し
、
翌

月
に
は
全
国
合
併
町
村
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
の
合
併
町
村
全
国
大
会
で
は
、「
市
町
村
合
併
促
進
法
」
を
求

め
る
決
議
を
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
、
や
が
て
町
村
長
と
町
村
議
会
議
長
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

正
式
に
と
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
運
動
の
重
点
は
、「
合
併
し
た
町
村
に
対
す
る
財
政
援
助
措
置
」
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
合
併
す
る
町
村

の
た
め
の
財
政
支
援
措
置
の
整
備
」
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
自
治
庁
も
法
律
の
制
定
に
む
け
て
動
き
出
す
こ

と
に
な
り
、
一
九
五
二
年
末
頃
に
は
町
村
合
併
促
進
法
草
案
を
作
成
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
治
庁
は
、
閣
法
と
し
て
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
断
念
す
る
。
自
治
庁
の
草
案
に
は
合
併
町
村
へ
の
国
有
林
や
国
有
財
産
の

払
い
下
げ
な
ど
の
財
政
支
援
措
置
の
規
定
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
林
野
庁
や
大
蔵
省
が
難
色
を
示
し
、
調
整
が
整
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
国
会
議
員
に
働
き
か
け
、
議
員
立
法
と
し
て
の
成
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

両
団
体
に
よ
る
ロ
ビ
イ
ン
グ
は
成
功
し
、
町
村
合
併
促
進
法
案
は
一
九
五
三
年
八
月
八
日
に
可
決
成
立
し
、
既
述
の
よ
う
に
同
年
一
〇
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
の
大
合
併
を
政
治
過
程
に
乗
せ
る
上
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
自
治
庁
と
と
も

　
（
三
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に
、
合
併
の
当
事
者
で
あ
る
町
村
自
身
で
あ
っ
た
。
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
合
併
促
進
法
の
制
定
に
む
け
た
ロ
ビ
イ
ン
グ

活
動
を
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
の
「
町
村
合
併
推
進
本
部
」
に
も
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
村
合
併
推
進
本
部
は
、
自
治
庁
長

官
を
本
部
長
と
す
る
組
織
で
あ
り
、
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
後
に
、
政
府
の
町
村
合
併
基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
基
本
対

策
の
協
議
、
各
省
庁
・
自
治
体
間
の
連
絡
調
整
等
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
の
組
織
は
、
官
房
副
長
官
、
関
係
省
庁
次
官
、
地
方

六
団
体
代
表
（
各
団
体
二
名
ず
つ
）、
学
識
経
験
者
な
ど
計
二
九
名
で
構
成
さ
れ
た
。
町
村
会
と
町
村
議
長
会
代
表
も
、
六
団
体
の
一
角
と

し
て
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
の
大
合
併
の
場
合
、
政
府
の
本
部
に
地
方
六
団
体
の
代
表
が
名
を
連
ね
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
平
成
の
大

合
併
で
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
二
七
日
の
閣
議
決
定
に
基
い
て
「
市
町
村
合
併
支
援
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
総
務
大
臣
を
本

部
長
と
し
、
内
閣
官
房
副
長
官
（
政
務
）
と
総
務
副
大
臣
を
副
本
部
長
と
し
、
他
の
す
べ
て
の
副
大
臣
を
本
部
員
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
地

方
六
団
体
の
代
表
が
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

5
）。

　

次
節
で
み
る
よ
う
に
、
昭
和
の
大
合
併
は
、
政
府
の
策
定
し
た
合
併
基
準
と
合
併
計
画
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
の
強
力
な
指
導
に
よ
り
推

進
し
た
国
策
合
併
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
町
村
合
併
促
進
法
は
、
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議

長
会
の
強
力
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
法
律
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
団
体
は
、
そ
の
後
も
、
政
府
の
不
十
分
な
財
政
措
置
や
都
道
府

県
に
よ
る
指
導
の
行
き
過
ぎ
に
対
し
批
判
や
懸
念
を
表
明
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
合
併
推
進
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
終
始
そ
の
姿
勢
を
変

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
最
終
盤
に
当
た
る
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
全
国
町
村
会
編
（
一
九
五
八
）
の
記
述

や
巻
末
の
座
談
会
な
ど
か
ら
も
十
分
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
々
の
地
域
の
合
併
過
程
を
見
れ
ば
、
合
併
へ
の
賛
成
・
反
対
、

ま
た
そ
の
進
め
方
等
を
め
ぐ
っ
て
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
し
、
ま
た
、
昭
和
の
大
合
併
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
国
政
レ
ベ
ル
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
合
併
の
「
対

　
（
三
三
九
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象
」
で
あ
っ
た
町
村
の
代
表
組
織
で
あ
る
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
終
始
推
進
側
に
立
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
自
治
庁
が

当
初
か
ら
主
体
的
に
合
併
を
推
進
し
た
こ
と
が
、
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る（

6
）。「

終
始
一
貫
、
政
治
主
導
で

進
め
ら
れ
て
き
た
」（
西
尾
二
〇
〇
七
：
一
二
四
―
五
頁
再
出
）
平
成
の
大
合
併
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
昭
和
の
大
合
併
の
場
合
と
異

な
り
、
平
成
の
大
合
併
で
は
、
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
合
併
の
推
進
勢
力
に
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

合
併
過
程
全
体
に
対
す
る
全
国
町
村
会
の
評
価
も
、
昭
和
と
平
成
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
全
国
町
村
会
編
（
一
九
五
八
）
の
記
述
や

巻
末
の
座
談
会
を
読
め
ば
、
そ
こ
か
ら
あ
る
種
の
祝
賀
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
合
併
は
困
難
な
過
程
で
あ

り
、
ま
た
各
地
で
多
く
の
紛
争
を
も
た
ら
す
な
ど
負
の
側
面
も
多
か
っ
た
が
、
と
に
も
か
く
に
も
自
分
た
ち
は
こ
の
困
難
な
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
と
い
う
あ
る
種
の
達
成
感
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
全
国
町
村
会
（
二
〇
〇
八
）
は
、
合
併
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
・
見

解
が
目
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
平
成
の
大
合
併
は
、
基
本
的
に
、
国
政
政
治
家
か
ら
迫
ら
れ
て
開
始
さ
れ
た
合
併
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
昭
和
の
大

合
併
は
、
地
方
自
治
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
市
川
二
〇
〇
八
）
が
主
導
し
、
推
進
し
た
合
併
で
あ
っ
た
。

三
．
人
口
基
準
と
数
値
目
標

　

昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
の
第
二
の
相
違
点
は
、
前
者
で
は
人
口
基
準
が
法
律
上
明
記
さ
れ
、
ま
た
団
体
数
の
減
少
の
数
値
目
標

が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

既
述
の
よ
う
に
、
昭
和
の
大
合
併
に
ひ
と
つ
の
論
拠
を
提
供
し
た
神
戸
勧
告
は
、「
規
模
の
著
し
く
小
さ
い
町
村
に
つ
い
て
は
、
お
お
む

ね
人
口
七
〜
八
千
人
程
度
を
標
準
と
し
て
…
そ
の
規
模
の
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和

　
（
三
四
〇
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の
大
合
併
の
根
拠
法
で
あ
る
町
村
合
併
促
進
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
三
条
で
、「
町
村
は
、
お
お
む
ね
八
千
人
以
上
の
住
民
を
有
す
る
の

を
標
準
と
し
…
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
標
準
と
す
べ
き
人
口
規
模
が
法
律
レ
ベ
ル
で
明
確
に
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和

の
大
合
併
は
、
明
確
に
小
規
模
町
村
の
解
消
を
目
的
と
し
た
合
併
で
あ
り
、「
す
べ
て

0

0

0

の
地
域
に
お
い
て
、
…
市
町
村
合
併
を
議
論
し
、
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（

7
）」（

傍
点
市
川
）
と
し
た
平
成
の
大
合
併
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
根
拠
法
の
名
称
も
、
町
村

合
併
促
進
法
で
あ
り
、「
市
」
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。

　

昭
和
の
大
合
併
が
小
規
模
町
村
の
解
消
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
合
併
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
名
称
の
み
で
は
な
く
、
支
援
の
対
象
範
囲
に

も
現
れ
て
い
た
。
町
村
合
併
促
進
法
は
、
支
援
の
対
象
を
、
町
村
同
士
の
合
併
と
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
町
村
が
市
と
合
併
す
る

場
合
に
限
定
し
て
お
り
、
市
同
士
が
合
併
す
る
場
合
や
町
村
が
大
・
中
規
模
都
市
と
合
併
す
る
場
合
は
除
外
さ
れ
て
い
た（

8
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
の
大
合
併
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
小
規
模
町
村
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
地
域
で
合
併
を
検
討
し
、
推
進
す
べ
き
と

い
う
方
針
が
と
ら
れ
た
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
合
併
が
支
援
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
昭
和
の
大
合
併
に
お
け
る
財
政
支
援
措
置
は
、
結
果

的
に
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
（
一
九
五
四
年
度
か
ら
は
地
方
交
付
税
）
の
い
わ
ゆ
る
合
併
算
定
換
え
の
ほ
か
に
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ

た
が
、
平
成
の
大
合
併
で
は
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
昇
格
を
目
指
し
た
合
併
の
よ
う
な
場
合
も
含
め
て
、
合
併
特
例
債
の
発
行
が
認
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
の
大
合
併
の
場
合
、
人
口
基
準
が
法
律
上
明
記
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
国
に
よ
る
数
値
目
標
が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
特

徴
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
一
〇
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
基
本
計
画
で
は
、
町
村
を
三
年
間
で
六
二
四
九
減
少
す
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、さ
ら
に
、年
度
ご
と
の
進
捗
率
の
目
標
値
ま
で
示
さ
れ
た
（
地
方
自
治
百
年
史
編
集
委
員
会
一
九
九
二
：
四
三
三
頁
）。

こ
れ
を
受
け
て
、
都
道
府
県
ご
と
の
合
併
計
画
が
作
成
さ
れ
、
都
道
府
県
に
よ
る
強
力
な
指
導
に
よ
り
各
地
で
合
併
が
進
め
ら
れ
た
。
最
終

的
に
、
町
村
合
併
促
進
法
下
に
お
い
て
、
国
の
計
画
値
の
九
八
％
、
各
都
道
府
県
の
計
画
値
合
計
の
八
九
％
が
達
成
さ
れ
た
（
た
だ
し
減
少

　
（
三
四
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町
村
数
に
は
計
画
外
合
併
も
含
ま
れ
る
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
の
大
合
併
の
場
合
、
国
や
都
道
府
県
の
合
併
計
画
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
数
値
目
標
は
、
明
確
に
は
示

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
行
政
改
革
大
綱
の
中
に
、「
与
党
行
財
政
改
革
推
進
協
議
会
に
お
け
る

『
市
町
村
合
併
後
の
自
治
体
数
を
一
〇
〇
〇
を
目
標
と
す
る
』
と
い
う
方
針
を
踏
ま
え
て
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
積
極
的
に
推
進
し
、

行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
」
と
い
う
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
高
島
（
二
〇
〇
二
：
五
三
頁
）
に
よ
る
と
、
当
時
の
自
治
省
は
、
野
中
広
務

自
民
党
幹
事
長
ら
が
数
値
目
標
の
明
記
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、「
自
主
的
合
併
の
推
進
」
と
い
う
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
難
色
を
示

し
、
結
果
的
に
こ
の
よ
う
な
表
現
に
落
ち
着
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
し
て
、
総
務
官
僚
に
と
っ
て
、
一
〇
〇
〇
と

い
う
数
字
が
明
確
な
達
成
目
標
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
高
島
（
二
〇
〇
二
：
五
三
）
が
示
唆
す

る
よ
う
に
、
こ
の
や
り
と
り
は
、
自
民
党
側
の
強
い
意
向
を
事
務
方
に
伝
え
、
総
務
省
の
推
進
姿
勢
を
加
速
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
．
都
道
府
県
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ

　

平
成
の
大
合
併
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
都
道
府
県
間
の
進
捗
度
合
の
格
差
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
「
西
高

東
低
」
現
象
で
あ
る
。

　

表
3
は
、
都
道
府
県
ご
と
の
市
町
村
減
少
率
で
あ
る
。
七
〇
％
以
上
の
減
少
率
を
み
た
県
が
西
日
本
を
中
心
に
四
県
見
ら
れ
る
一
方
で
、

二
〇
％
に
満
た
な
い
都
道
県
も
五
つ
を
数
え
る
。

　

昭
和
の
大
合
併
の
時
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
差
は
見
ら
れ
な
い
（
今
井
二
〇
〇
八
：
九
二
頁
）。
例
外
的
に
四
〇
％
を
切
る
都
道
県
が
見
ら
れ

　
（
三
四
二
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表 3　平成の大合併と市町村数の変遷
   1999年3月31日 2010年3月31日 減少率市 町村 計 市 町村 計

北海道 34 178 212 35 144 179 15.6%
青森 8 59 67 10 30 40 40.3%
岩手 13 46 59 13 21 34 42.4%
宮城 10 61 71 13 22 35 50.7%
秋田 9 60 69 13 12 25 63.8%
山形 13 31 44 13 22 35 20.5%
福島 10 80 90 13 46 59 34.4%
茨城 20 65 85 32 12 44 48.2%
栃木 12 37 49 14 13 27 44.9%
群馬 11 59 70 12 23 35 50.0%
埼玉 43 49 92 40 24 64 30.4%
千葉 31 49 80 36 18 54 32.5%
東京 27 13 40 26 13 39 2.5%
神奈川 19 18 37 19 14 33 10.8%
新潟 20 92 112 20 10 30 73.2%
富山 9 26 35 10 5 15 57.1%
石川 8 33 41 10 9 19 53.7%
福井 7 28 35 9 8 17 51.4%
山梨 7 57 64 13 14 27 57.8%
長野 17 103 120 19 58 77 35.8%
岐阜 14 85 99 21 21 42 57.6%
静岡 21 53 74 23 12 35 52.7%
愛知 31 57 88 37 20 57 35.2%
三重 13 56 69 14 15 29 58.0%
滋賀 7 43 50 13 6 19 62.0%
京都 12 32 44 15 11 26 40.9%
大阪 33 11 44 33 10 43 2.3%
兵庫 21 70 91 29 12 41 54.9%
奈良 10 37 47 12 27 39 17.0%
和歌山 7 43 50 9 21 30 40.0%
鳥取 4 35 39 4 15 19 51.3%
島根 8 51 59 8 13 21 64.4%
岡山 10 68 78 15 12 27 65.4%
広島 13 73 86 14 9 23 73.3%
山口 14 42 56 13 6 19 66.1%
徳島 4 46 50 8 16 24 52.0%
香川 5 38 43 8 9 17 60.5%
愛媛 12 58 70 11 9 20 71.4%
高知 9 44 53 11 23 34 35.8%
福岡 24 73 97 28 32 60 38.1%
佐賀 7 42 49 10 10 20 59.2%
長崎 8 71 79 13 8 21 73.4%
熊本 11 83 94 14 31 45 52.1%
大分 11 47 58 14 4 18 69.0%
宮崎 9 35 44 9 17 26 40.9%
鹿児島 14 82 96 19 24 43 55.2%
沖縄 10 43 53 11 30 41 22.6%
計 670 2562 3232 786 941 1727 46.6%

（出典）『全国市町村要覧（平成22年度版）』第一法規、539頁
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る
も
の
の
、当
時
の
四
六
都
道
府
県
中
の
三
五
府
県
ま
で
が
六
〇
〜
七
〇
％
台
に
収
ま
っ
て
お
り
、バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
い
（
表
5
）。
表
4
は
、

昭
和
と
平
成
の
大
合
併
を
比
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
も
、
平
成
の
大
合
併
の
バ
ラ
ツ
キ
ぶ
り
が
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
都
道
府
県
に
よ
る
減
少
率
の
違
い
が
、
都
道
府
県
の
態
度
、
い
い
か
え
れ
ば
、
都
道
府
県
の
市
町
村
に
対

す
る
「
指
導
」
ぶ
り
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

表 4　市町村減少率別の都道府県数

昭和の大合併 平成の大合併
0-10 （%） 0 2
10-20 1 3
20-30 2 2
30-40 1 7
40-50 1 7
50-60 6 15
60-70 24 7
70-80 11 4
80-90 0 0
90-100 0 0
以上 未満 46 47
 （出典）表 3、表 5より作成

　

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て

は
、
合
併
推
進
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
温
度
差
の
違

い
が
見
ら
れ
た
。
知
事
の
態
度
に
限
っ
て
み
て
も
、
合
併
推
進
を
積

極
的
に
表
明
す
る
知
事
と
そ
う
し
た
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
知
事
の

あ
い
だ
で
違
い
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
田
中
康
夫
・
元
長
野
県
知
事

や
佐
藤
栄
佐
久
・
前
福
島
県
知
事
の
よ
う
に
、
合
併
し
な
い

0

0

0

と
い
う

道
を
選
ん
だ
町
村
（
い
わ
ゆ
る
「
自
立
」
を
選
択
し
た
町
村
）
を
積

極
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
知
事
も
存
在
し
た
。
こ
う
し
た

都
道
府
県
に
よ
る
態
度
の
違
い
が
、
市
町
村
減
少
率
の
バ
ラ
ツ
キ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
は
、
国
は
、
一
方
で
合
併
特
例
債
な
ど

の
財
政
措
置
を
整
備
し
て
市
町
村
を
合
併
へ
と
誘
導
し
た
が
、
個
別

の
市
町
村
に
対
す
る
指
導
は
、
基
本
的
に
都
道
府
県
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

合
併
旧
法
に
既
述
の
改
正
が
な
さ
れ
た
一
九
九
九
年
七
月
の
翌
月

　
（
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表 5　昭和の大合併と市町村数の変遷
   1953年 9 月30日 1962年3月31日 減少率市 町村 計 市 町村 計

北海道 16 262 278 27 197 224 19.4%
青森 3 160 163 8 60 68 58.3%
岩手 5 216 221 12 51 63 71.5%
宮城 5 182 187 8 67 75 59.9%
秋田 4 220 224 8 64 72 67.9%
山形 5 217 222 12 36 48 78.4%
福島 5 374 379 14 106 120 68.3%
茨城 4 362 366 16 76 92 74.9%
栃木 5 165 170 11 43 54 68.2%
群馬 5 191 196 11 64 75 61.7%
埼玉 8 315 323 23 72 95 70.6%
千葉 10 274 284 18 83 101 64.4%
東京 5 79 84 33 32 65 22.6%
神奈川 8 108 116 14 25 39 66.4%
新潟 7 377 384 20 97 117 69.5%
富山 5 153 158 8 32 40 74.7%
石川 3 177 180 7 36 43 76.1%
福井 4 146 150 7 33 40 73.3%
山梨 2 190 192 7 57 64 66.7%
長野 6 372 378 18 121 139 63.2%
岐阜 6 280 286 12 93 105 63.3%
静岡 12 269 281 18 69 87 69.0%
愛知 13 204 217 23 79 102 53.0%
三重 7 267 274 12 60 72 73.7%
滋賀 3 157 160 6 47 53 66.9%
京都 5 144 149 7 37 44 70.5%
大阪 17 132 149 26 22 48 67.8%
兵庫 14 308 322 20 77 97 69.9%
奈良 2 136 138 8 40 48 65.2%
和歌山 4 196 200 7 45 52 74.0%
鳥取 2 133 135 4 37 41 69.6%
島根 4 198 202 8 53 61 69.8%
岡山 9 268 277 12 85 97 65.0%
広島 6 323 329 12 97 109 66.9%
山口 10 160 170 13 45 58 65.9%
徳島 3 125 128 4 49 53 58.6%
香川 3 155 158 5 39 44 72.2%
愛媛 6 228 234 11 65 76 67.5%
高知 1 169 170 9 46 55 67.6%
福岡 12 250 262 20 88 108 58.8%
佐賀 2 120 122 7 42 49 59.8%
長崎 5 155 160 8 73 81 49.4%
熊本 5 315 320 11 90 101 68.4%
大分 7 188 195 11 55 66 66.2%
宮崎 6 73 79 8 42 50 36.7%
鹿児島 6 117 123 15 83 98 20.3%
計 285 9610 9895 579 2910 3489 64.7%

（出典）1953年：『地方自治百年史 第 2 巻』地方財務協会、438頁
　　　 1962年：『地方財政統計年報』自治省
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に
当
た
る
八
月
、
当
時
の
自
治
省
は
、
各
都
道
府
県
知
事
宛
に
次
の
よ
う
な
事
務
次
官
通
知
を
発
し
て
い
る
。

…
市
町
村
合
併
は
、
も
と
よ
り
市
町
村
の
主
体
的
な
取
組
の
下
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
、
そ
の
円
滑
な
推
進
に
当
た
り
、
地

域
の
実
情
を
熟
知
し
た
広
域
的
な
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。…
各
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、

…
（
合
併
す
べ
き
市
町
村
の
組
合
せ
を
地
図
上
に
示
し
た
い
わ
ゆ
る
「
合
併
パ
タ
ー
ン
」
な
ど
を
内
容
と
す
る
）「
市
町
村
の
合
併
の
推
進

に
つ
い
て
の
要
綱
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
合
併
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
積
極
的
な
支
援
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
請
し

ま
す
。（
丸
括
弧
内
は
市
川
）

　

し
か
し
、
こ
れ
が
「
要
請
」
で
あ
る
以
上
、
市
町
村
に
向
け
て
合
併
の
「
積
極
的
な
支
援
」
を
実
際
に
ど
の
程
度
熱
心
に
行
う
か
は
、
都

道
府
県
の
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
熱
心
さ
の
違
い
が
、
先
に
見
た
都
道
府
県
ご
と
の
減
少
率
の
違
い
を
招

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
都
道
府
県
の
態
度
と
市
町
村
数
減
少
率
の
相
関
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

今
井
（
二
〇
〇
八
）
は
、
要
綱
（
合
併
パ
タ
ー
ン
）
の
作
成
時
期
を
都
道
府
県
の
熱
心
さ
を
計
る
指
標
で
あ
る
と
考
え
、
要
綱
の
公
表
日

の
早
さ
と
市
町
村
減
少
率
の
あ
い
だ
の
相
関
を
調
べ
た
が
、
明
確
な
相
関
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
今
井
は
、
こ
の
結
果
か
ら
、
都
道

府
県
の
態
度
は
市
町
村
に
必
ず
し
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

確
か
に
、
自
治
省
に
よ
る
要
綱
の
作
成
の
「
要
請
」
は
、
合
併
に
熱
心
で
な
い
都
道
府
県
に
と
っ
て
気
乗
り
の
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
高
島
二
〇
〇
二
：
二
二
―
二
三
頁
）、
そ
の
意
味
で
、
作
成
時
期
の
早
さ
を
も
っ
て
都
道
府
県
の
熱
心
さ
の
指

標
と
す
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
熱
心
で
あ
る
が
ゆ
え
に
時
間
を
か
け
て
作
成
す
る
と
い
う
因
果
関
係
も

想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
適
切
な
指
標
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
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都
道
府
県
の
取
組
を
計
る
指
標
と
し
て
、
要
綱
策
定
時
期
以
外
で
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県
の
単
独
補
助
金
、
市
町
村
の
合

併
協
議
会
へ
の
都
道
府
県
職
員
の
派
遣
、
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
合
併
推
進
組
織
の
整
備
状
況
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
国
に
よ
る
合
併
推
進
施
策
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
都
道
府
県
独
自
の
判
断
で
実
施
・
整
備
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
都

道
府
県
の
ス
タ
ン
ス
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
上
で
挙
げ
た
四
つ
の
最
後
に
あ
た
る
合
併
推
進
組
織
を
、
都
道
府
県
の
熱
心
さ
を
計
る
指
標
と
し
て
採
用
す
る

こ
と
に
し
た
。
他
の
三
つ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
、
合
併
に
必
ず
し
も
熱
心
で
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
県
に
お
い
て
も
実

施
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
仮
に
こ
れ
ら
を
用
い
る
と
な
る
と
、
単
な
る
実
施
の
有
無
と
い
う
基
準
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
に
立
ち
入

っ
て
―
具
体
的
に
は
補
助
金
の
額
や
配
布
形
態
、
派
遣
職
員
の
職
位
や
人
数
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
回
数
や
講
師
の
人
選
な
ど
に
照
ら

し
て
―
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
数
量
的
な
操
作
に
適
さ
な
く
な
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
、

今
と
な
っ
て
は
必
ず
し
も
入
手
が
容
易
で
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
合
併
推
進
組
織
で
あ
れ
ば
、
毎
年
度
発
行
さ
れ
て
い
る
国

の
『
職
員
録
』（
国
立
印
刷
局
刊
）
の
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
組
織
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
出
の
表
2
よ
り
、

合
併
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
〇
五
―
〇
六
年
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
地
域
の
合
併
協
議
の
ヤ
マ
場
は
そ
の
少
し
前
の
二
〇
〇
四
年
度
で
あ
っ
た

と
考
え
、
二
〇
〇
四
年
六
月
一
日
現
在
の
都
道
府
県
組
織
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
職
員
録
（
平
成
一
七
年
度
版
）
下
巻
』
国
立
印
刷
局
（
二

〇
〇
四
年
一
一
月
刊
）
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
に
は
、都
道
府
県
職
員
の
う
ち
係
長
相
当
職
以
上
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

職
名
に
「
合
併
」
と
つ
く
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
に
着
目
し
、
そ
れ
を
拾
い
上
げ
て
作
成
し
た
も
の
が
表
6
で
あ
る
。
空
欄
と
な
っ
て
い

る
都
道
府
県
は
、
こ
の
時
点
で
、
職
名
に
合
併
と
名
の
つ
く
ポ
ス
ト
が
『
職
員
録
』
上
で
確
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
に
、
ポ
ス

ト
の
名
称
は
、組
織
が
、そ
の
政
策
や
方
針
を
、対
外
的
に
、ま
た
対
内
的
に
発
信
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
合

併
」
ポ
ス
ト
の
有
無
は
都
道
府
県
の
合
併
へ
の
姿
勢
を
現
す
指
標
と
な
り
う
る
も
の
と
判
断
し
た
。
な
お
、「
合
併
」
ポ
ス
ト
が
な
い
都
道
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 表 6 　都道府県の合併推進組織（2004年 6 月 1 日）
北海道 企画振興部 市町村課 主幹（合併・広域行政Ｇ）
青森 企画政策部 市町村振興課 市町村合併推進グループ総括副参事

(グループリーダー）
岩手
宮城 総務部 市町村課 課長補佐（市町村合併推進担当）
秋田 企画振興部 市町村課 市町村合併支援室長
山形
福島
茨城
栃木 総務部 市町村課 副主幹 (合併支援）
群馬 総務局 市町村課 合併支援室長
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟 総合政策部 市町村合併支援課長
富山 経営企画部 市町村課 市町村合併支援班長
石川
福井 総務部 市町村課 合併支援室長
山梨 総務部 市町村課 合併推進監
長野
岐阜 地域県民部 参事 (市町村合併支援担当）
静岡 総務部 市町村総室 合併支援室長
愛知 総務部 市町村課 市町村合併支援室長
三重 地域振興部 市町村合併室長
滋賀 総務部 市町村振興課 主席参事兼市町村合併推進支援室長
京都
大阪 総務部 市町村課 合併補佐
兵庫
奈良
和歌山 総務部 市町村課 合併推進室長
鳥取
島根 地域振興部 市町村課 市町村合併支援室長
岡山 企画振興部 市町村課 市町村合併推進室長
広島 地域振興部 市町村分権総室 市町村合併推進室長
山口 地域振興部 理事

(市町村合併推進）
　※ ほかに地域振興部市町村合併推
進室長あり

徳島 地域振興局 上席企画監
(市町村合併支援チーム）

香川
愛媛 総務部 市町村課 参事市町村合併推進室長
高知 企画振興部 市町村合併支援室長
福岡 総務部 地方課 合併支援室長
佐賀
長崎 地域振興部 合併・新市町支援室長
熊本 総務部 市町村総室 総務審議員兼市町村合併推進室長
大分
宮崎 地域生活部 市町村合併支援室長
鹿児島 総務部 地方課 市町村合併推進室長
沖縄

出典：『職員録（平成17年度版）下巻』国立印刷局（2004年11月）より作成
註　： 室については、課内室か部直属の室か判然としないケースがあったので、電話で照

会し、確認した。
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府
県
で
は
、「
広
域
行
政
」
と
名
の
つ
く
職
名
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
の
場
合
、「
広
域
行
政
」
と
名
の
つ
く
組
織
か
、

あ
る
い
は
市
町
村
課
（
地
方
課
）
が
市
町
村
合
併
に
関
わ
る
事
務
を
所
掌
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
表
6
よ
り
、

二
〇
〇
四
年
六
月
一
日
の
時
点
で
「
合
併
」
ポ
ス
ト
を
有
し
て
い
た
都
道
府
県
が
二
九
、「
合
併
」
ポ
ス
ト
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
都
道
府

県
が
一
八
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

前
出
の
表
3
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、「
合
併
」
ポ
ス
ト
の
あ
る
二
九
道
府
県
と
「
合
併
」
ポ
ス
ト
を
も
た
な
い
一
八
都
府
県
に
つ
い
て
、

市
町
村
減
少
率
の
算
術
平
均
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
前
者
が
五
一
・
八
％
、
後
者
が
三
八
・
一
％
で
あ
っ
た
。「
合
併
」
と
い
う
名
の
つ
く
職
名

を
も
っ
て
い
た
都
道
府
県
は
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
に
比
べ
、
市
町
村
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
都
道
府
県
の
姿
勢
が
市
町

村
の
判
断
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
と
も
に
「
国
策
合
併
」
で
あ
り
、
か
つ
「
自
主
的
合
併
」
で
あ
っ
た
昭
和
の
大
合
併
と
平
成
の
大
合
併
に
つ
い
て
、
両
者
の

差
異
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
平
成
の
大
合
併
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
は
な
ぜ
熱
心
に
合
併
を
推
進
し
た
か
な
ど
を
は
じ

め
と
し
て
、
な
お
多
く
の
解
明
す
べ
き
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　

本
稿
の
執
筆
を
通
じ
て
、
筆
者
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
研
究
が
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
思
い
知
る
に
至
っ
た
。
昭
和
の
大

合
併
に
つ
い
て
の
行
政
学
者
に
よ
る
主
要
な
研
究
は
、
合
併
中
ま
た
は
合
併
直
後
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
発
行
さ
れ
た
各
都
道
府
県
の

合
併
史
（
合
併
誌
）
や
自
治
省
行
政
局
編
（
一
九
六
二
）
な
ど
を
利
用
し
た
本
格
的
な
研
究
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
関

心
を
も
た
れ
た
時
期
が
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
期
と
新
市
町
村
建
設
促
進
法
施
行
下
の
初
期
に
集
中
し
て
お
り
、
昭
和
の
大
合
併
の
重
要
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大
合
併
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六
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巻
一
号

な
前
史
を
成
し
て
い
る
各
都
道
府
県
に
よ
る
独
自
の
促
進
運
動
や
、
逆
に
、
末
期
に
あ
た
る
新
市
町
村
建
設
促
進
法
期
間
の
後
半
ま
で
を
見

据
え
た
全
体
像
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

筆
者
は
現
在
、
昭
和
の
大
合
併
に
つ
い
て
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭

和
の
大
合
併
の
特
徴
を
改
め
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

※　

本
研
究
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
研
究
高
度
化
推
進
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
に
よ
る
支
援
を
受
け
た
。

※　

本
研
究
に
対
し
て
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
「
平
成
合
併
の
検
証
研
究
会
」（
主
査
：
今
井
照
福
島
大
学
教
授
）
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
有
益
な
助
言
を
得
た
。
ま
た
、
こ

の
ほ
か
、
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
旧
知
の
自
治
体
職
員
か
ら
貴
重
な
助
言
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注（
1
）　

例
え
ば
、
日
本
政
治
学
会
分
科
会
Ａ
九
「
平
成
大
合
併
の
検
証
」（
中
京
大
学
：
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
九
日
）
に
お
け
る
小
西
敦
報
告
な
ど
。

（
2
）　

二
〇
〇
五
年
度
中
に
多
く
の
合
併
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
期
的
に
は
新
法
施
行
後
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
の
ほ
と
ん
ど
の
合
併
は
旧
法
に
よ
る
合
併

―
つ
ま
り
合
併
特
例
債
な
ど
の
手
厚
い
財
政
措
置
が
適
用
さ
れ
る
合
併
―
で
あ
っ
た
。
総
務
省
（
二
〇
一
〇
：
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
度
中
の
合
併
の

う
ち
、
一
件
の
み
が
合
併
新
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
法
の
期
限
は
二
〇
〇
五
年
三
月
末
で
あ
っ
た
が
、
旧
法
の
期
限
内
に
合
併
の
「
申
請
」
が
行
わ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
旧
法
の
規
定
の
多
く
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
経
過
措
置
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
た
だ
し
合
併
の
「
施
行
」
が
二
〇
〇
六
年
三
月
末
ま
で
の

も
の
に
限
る
）。

（
3
）　

平
成
の
大
合
併
に
お
け
る
自
治
省
・
総
務
省
と
自
民
党
政
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
市
川
喜
崇
（
二
〇
一
一
a
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　

昭
和
の
大
合
併
に
関
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
地
方
課
が
中
心
と
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
で
合
併
誌
（
あ
る
い
は
合
併
史
）
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
平

成
の
大
合
併
の
場
合
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
秋
田
、
千
葉
、
神
奈
川
、
三
重
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
愛
媛
の
各
県
で
、
合
併
誌
（
あ
る
い
は
そ

れ
に
類
す
る
も
の
）
が
編
纂
さ
れ
、
販
売
・
頒
布
あ
る
い
は
ウ
ェ
ブ
上
に
掲
載
す
る
な
ど
の
か
た
ち
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

平
成
の
大
合
併
へ
の
全
国
町
村
会
の
消
極
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
行
政
体
制
整
備
室
長
兼
市
町
村
合
併
推
進
室
長
の
職
に
あ
っ
た
当
時
の
自
治
・
総
務
官
僚
の
手
に

　
（
三
五
〇
）
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一
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よ
る
高
島
（
二
〇
〇
二
：
四
二
―
四
四
頁
）
を
参
照
。

（
6
）　

昭
和
の
大
合
併
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
河
中
二
講
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
学
界
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
文

の
中
で
河
中
は
、
町
村
合
併
促
進
法
の
制
定
目
的
が
質
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
政
府
が
推
進
す
る
以
前
は
、
既
合
併
町
村
に
よ
る
合
併
後
の
財
政

支
援
を
求
め
る
運
動
で
あ
っ
た
が
、
自
治
庁
が
推
進
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
合
併
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
に
目
的
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
問
題
性
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
行
政
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
雑
誌
『
自
治
研
究
』
に
掲
載
し
た
論
文
の
中
で
は
、
河
中
の
研
究
を
引
用
し
つ
つ
、
町
村
側
の
動
き
を

政
府
が
「
利
用
」
し
た
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
行
政
学
研
究
会
一
九
六
〇
（
一
）
：
一
六
六
頁
）。
筆
者
自
身
も
、
以
前
、
拙
稿
の
中
で
、
基
本
的
に
河

中
の
認
識
を
受
け
継
ぎ
、
運
動
の
「
変
質
」
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
市
川
一
九
九
三
）。

 

　

た
し
か
に
、
河
中
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
町
村
側
が
運
動
を
自
治
庁
に
依
存
し
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
治
庁
の
意
図
が
法
案
に
入
り
込
ん
で
行
っ
た
と
い
う
側

面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
本
論
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
町
村
会
と
町
村
議
会
議
長
会
は
政
府
の
推
進
政
策
に
対
し
て
時

に
苦
言
を
呈
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
終
始
推
進
側
と
し
て
の
立
場
を
と
り
続
け
て
い
た
こ
と
も
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
運
動
の
「
変
質
」
や
「
利
用
」
の

側
面
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
本
質
の
理
解
に
と
っ
て
妨
げ
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

　

な
お
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
本
稿
の
関
心
は
基
本
的
に
国
政
レ
ベ
ル
の
政
治
過
程
に
あ
り
、
地
域
で
実
際
に
行
わ
れ
た
市
町
村
の
合
併
過
程
や
そ
の
効
果
を
検

証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
断
る
ま
で
も
な
い
が
、
昭
和
の
大
合
併
に
お
い
て
町
村
長
と
町
村
議
会
議
長
の
全
国
組
織
が
国
の
合
併
推
進
に
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
と
、

実
際
に
地
域
で
実
施
さ
れ
た
個
々
の
合
併
の
評
価
は
、
基
本
的
に
別
問
題
で
あ
る
。

（
7
）　
「
市
町
村
合
併
研
究
会
報
告
書
」
一
節
（
二
）
項
（
一
九
九
九
年
五
月
）。
市
町
村
合
併
研
究
会
（
会
長
：
森
田
朗
東
京
大
学
教
授
）
は
、
自
治
省
行
政
局
長
の
私

的
研
究
会
で
あ
る
。
こ
の
「
報
告
書
」
の
内
容
の
多
く
は
、
後
の
事
務
次
官
通
知
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
平
成
の
大
合
併
に
理
論
的
根
拠
を

提
供
し
た
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
成
の
大
合
併
に
関
す
る
報
告
書
、
答
申
、
通
知
な
ど
の
多
く
は
、
市
町
村
自
治
研
究

会
（
二
〇
〇
三
）
所
収
。

（
8
）　

具
体
的
に
は
、
市
に
関
係
す
る
合
併
は
、
以
下
の
場
合
を
除
き
町
村
合
併
促
進
法
の
適
用
外
と
さ
れ
た
。

 

（
適
用
）
①
町
村
同
士
が
合
併
し
て
市
に
な
る
場
合

 

（
準
用
）
②
五
万
人
未
満
の
市
に
町
村
が
編
入
さ
れ
る
場
合
（
こ
の
場
合
も
、
議
員
の
任
期
特
例
・
定
数
特
例
は
適
用
外
）
〜
た
だ
し
、
一
九
五
六
年
六
月
三
〇
日
施

行
の
改
正
で
任
期
・
定
数
特
例
が
適
用
対
象
と
な
っ
た
（
新
市
町
村
建
設
促
進
法
附
則
第
一
〇
項
に
よ
る
）。

 

（
準
用
）
③
知
事
勧
告
に
基
づ
き
一
〇
万
人
未
満
の
市
に
町
村
が
編
入
さ
れ
る
場
合
（
こ
の
場
合
も
、
議
員
の
任
期
特
例
・
定
数
特
例
は
適
用
外
）
〜
た
だ
し
、
一
九

　
（
三
五
一
）
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五
六
年
六
月
三
〇
日
施
行
の
改
正
で
人
口
一
五
万
人
未
満
の
市
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
新
市
町
村
建
設
促
進
法
附
則
第
一
〇
項
に
よ
る
）。

（
9
）　

既
出
の
全
国
町
村
会
の
報
告
書
も
、
市
町
村
が
合
併
を
し
た
第
一
の
理
由
と
し
て
「
財
政
的
要
因
：
地
方
交
付
税
の
削
減
・
交
付
税
額
の
将
来
見
通
し
の
不
透
明
さ
」

を
指
摘
し
て
お
り
、「
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
市
町
で
聞
か
れ
た
の
が
、
財
政
問
題
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
全
国
町
村
会
二
〇
〇
八
：
六

九
頁
）。

〈
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〇
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二
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〇
二
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ぎ
ょ
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せ
い
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三
五
二
）
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地
方
自
治
百
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史
編
集
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員
会
編
（
一
九
九
二
）『
地
方
自
治
百
年
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二
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〇
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三
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